
令和６年能登半島地震災害における

支援方法について

日本赤十字社 埼玉県支部



① 赤十字活動資金

令和６年１月１日に発災した能登半島地震災害への

２つの支援方法についてご案内いたします

② 義援金

用途は違いますが、

どちらも被災された方を支援するための寄付です



①赤十字活動資金 被災地へ派遣する医療救護班の活動（避難所や孤立地域での巡回診療など）
や救援物資（毛布・安眠セットなど）の購入・配付などに使われます。

【活動資金のながれ】

赤十字活動資金とは

救援物資の搬送

救護所での医療提供

孤立地域など各避難所
での巡回診療

救護員宿泊用テント
の設営

日赤埼玉県支部が被災地で
活動するために必要な資金です



日赤埼玉県支部活動資金の送金先

領収書の有無についての記載をお願いします。

（領収書の名義や送付先は≪ご依頼人≫欄の

記載どおりとさせていただきます。）

【活動資金用口座】

・埼玉りそな銀行 さいたま営業部 （普）50182

・武蔵野銀行 県庁前支店 (普）66373

・埼玉県信連（JA） 本店 （普）12707

・ゆうちょ銀行 口座記号番号：00590-5-32000 

日赤埼玉県支部までご連絡いただければ、

手数料が免除になる振込用紙をお渡しできます。

お気軽にお問い合わせください。

振込依頼書（銀行用） ※ゆうちょ銀行用もございます



②義援金
日本赤十字社は、被災された方々への見舞金である災害義援金の受付を行っています。
お寄せいただいた『義援金』は、被災都道府県に設置される義援金配分委員会に全額送金し、
同委員会で定める配分基準に従って被災者へ届けられます。

Ｑ：日赤は義援金から

手数料をもらっている？

【義援金のながれ】

A ：一切いただいておりません。

義援金配分委員会を通じて

全額被災者にお届けします。

義援金の受付や送金等に

必要な経費は、赤十字活動資金

でまかなわれています。

義援金とは



令和６年能登半島地震災害義援金の送金先①

【令和６年能登半島地震災害義援金 専用口座】

郵便局窓口からのお振込みの場合、
原則、手数料は免除となります。

硬貨が大量にある場合は、事前に金額を数えてから
金融機関にお持ち込みください。

硬貨が汚れていると、機械で数えられない場合が
ありますので、事前に汚れている硬貨を分けるなど、
ご協力をお願いします。

詳しくは振込先の金融機関にお問い合わせください。



令和６年能登半島地震災害義援金の送金先②

【令和６年能登半島地震災害義援金 専用口座】

QRコードより事前登録をお願いいたします。

【事前登録】



≪参考≫

募金箱（例）

【義 援 金】【赤十字活動資金】

募金箱を作成いただく場合の参考例です。
募金箱の貸出しはおこなっていないので

ご了承ください。

※赤十字マークの個人での使用は禁止
されております。

赤十字活動資金

にご協力をお願いします

○○市立○○学校

赤十字の活動はみなさまの

ご寄付に支えられています

○○市立○○学校


	スライド 1: 令和６年能登半島地震災害における 支援方法について
	スライド 2: ① 赤十字活動資金
	スライド 3: ①赤十字活動資金
	スライド 4: 日赤埼玉県支部活動資金の送金先
	スライド 5: ②義援金
	スライド 6: 令和６年能登半島地震災害義援金の送金先①
	スライド 7: 令和６年能登半島地震災害義援金の送金先②
	スライド 8: ≪参考≫

